
ホタテガイ適正収容量調査

吉田達・小坂善信・中西康義・大水理晴・鹿内満春、

1目的

陸奥湾のホタテガイ増養殖漁業は、昭和50年の大量へい死を克服し、近年は100億円産業に発展して

きたものの、依然として総量規制値を上回る過剰生産状態が続いている。現在使用している適正収容量

は、昭和49-50年調査によるものであり、その後の増養殖技術、生産体制及び漁場環境などが変化して

いることから、ホタテガイ適正収容量の見直しを行い、陸奥湾におけるホタテガイ増養殖の持続的安定

生産を図るものである。

2方法

(1 )基礎生産量等の調査

図uこ調査地点を示した。久栗坂実験漁場(水深45m)
及び東田沢養殖漁場(水深35m)の各 1点で月 1回採水

し、基礎生産量(擬似現場法)、 POC量、クロロフィル a

量、栄養塩及び動物プランクトン出現数を調べた。また、

久栗坂実験漁場では 6月、 10月に現場法による基礎生産

量を、 6月、 9月、 10月に沈降量も調べた(図2)。

①基礎生産量等

表面を含めた 5層(海表面に対する

相対照度100%、50%、33%、10%、

1%層)から、バンドーン採水器(久

栗坂)及びポンプアップ(東田沢)に

より採水した。久栗坂では光量子計

CLI-COR LI-193SA) とCTDCOcean 

Sensors Model OS200CTD)を用いて各

水深を決定した。東田沢では補償深度

が透明度の3倍と仮定し、透明度を測

った後、照度ー水深の減衰関数として

消散係数一定の指数関数を用い、各相

対照度に対する水深を算出した。試水

は100μmネットで漉過して各測定に

用いた。

.. ‘ 

図1 ホタテガイ適正収容量調査

基礎生産量はNaH13COzを用いた13C

法により測定した。試水は1.15gの透 図2 基礎生産量(現場法)及び沈降量の調査方法
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明ポリカーボネ}ト瓶に入れ、擬似現場法では水産増殖センター桟橋上の水槽(表面海水かけ流し)

に遮光袋を被せて、また、現場法では採水地点の各採水層に、それぞれ24時聞置いて培養を行った。

POC量及び、13C-atom%の測定は13C02アナライザー(日本分光EX-130S)で千?った。

栄養塩は試水約20mlを0.45μmミリポアフィルターで櫨過し、凍結保存後、オートアナライザー

(プランルーベ社T貼 CCS8oo)で硝酸塩、亜硝酸塩、リン酸塩を測定した。

クロロフィルa量は試水 1eをワットマンGF/Cフィルター上に櫨過し、凍結保存後、アセトンで

抽出して蛍光法(日本分光FP-750)で測定した。

採水時の水温は、デジタル水温計 (SATO-KEIRYOSK-1250MC)で測定した。

沈降量は海底上3m (10月は10m)にセジメントトラップを24時間設置し、堆積したPOC量を元

素分析計 (FISONEAll08)で測定した。

② 動物プランクトン

200μm以上の動物プランクトンは北原式定量閉鎖ネット(離合社)を海底上2mから鉛直引きし

て採取し、中性ホルマリンで固定 (5%)後、プランクトン分割器(離合社5605-B)を用いて1164

に分割し、全長測定又はソーティングに供した。

三枚貝の摂餌量は、アコヤガイラーパの殻長別摂食細胞数1)と植物プランクトン 1個体当りの炭

素量(長径、短径5μmの楕円体として体積を計算し、1/10を乾燥重量、 0.4285をCとした)を用い

て、排世量はイタヤガイラーパの消化率70%2)を用いてそれぞれ算出した。なお、殻長の測定デー

タが不十分なため、全て300μmとして計算した。

二枚貝以外の摂餌量は、乾燥重量と採水時の水温からIkeda& Motodaの方法3)により算出し、排

t世量はConoverによるCalanushyperboreusの同化率4)64%を用いて算出した。

乾燥重量は、コベポーダについては、 200μmごとに30個体の平均乾燥重量を求め、全長と乾燥重

量の相関式を作成できたことから、全長を測定して乾燥重量に換算した(ノープリウスにも利用)。

それ以外は種類ごとにソーテイングし、 Comingヌクレポアフィルター(ポアーサイズ0.4μm)上に

3.5%炭酸アンモニウム諮液を用いて櫨過後、乾燥機(IWAKI AFO・51)で600C24時間乾燥し、、

クロ電子天秤 (sartoriusMC5)により乾燥重量を求めた。

微小動物プランクトン (20-200μm)は、基礎生産量調査と同水深から櫨過前海水を250ml採水

し、中性ホルマリンで固定 (5%)後、サイフォンにより上澄みを排出して10mlに濃縮し、マイク

ロピペットで 1mlを抽出して検鏡に供した。個体毎の長径、短径、形状(円錐形、回転楕円体)か

ら体積を算出し、比重0.1として体積から乾燥重量を求め、摂餌量計算に用いた。

繊毛虫の摂餌量は、 Muller& Gellerの増殖速度5)、Hensenet al.の総成長効率33%6)を用いて摂餌

速度を求め、現存量(乾燥重量)に摂餌速度を乗じて算出した。また、排世量は、 Hamaによる亜

寒帯域における繊毛虫の窒素換算の排世量7)、Benseによる植物プランクトンC/N比8)を用いて算

出した。

繊毛虫以外の種類の摂餌量、排出量については、 200μm以上の大型プランクトンと同様の手法に

より算出した。

(2) 養殖ホタテガイ、養殖付着物の現存量、摂餌量、排世量

① 養殖ホタテガイ

平成13年度の漁協別、月別、養殖種類別ホタテガイ漁獲統計(県漁連)、及びホタテガイのへい

死率(平成 9-13年養殖ホタテガイ実態調査結果)からホタテガイ現存個体数を求め、 1個体当り
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の摂餌量、排世量(ホタテガイ軟体部重量の時期別推移9)10) 11)及び純生産量に対する摂餌比、排

世比12)から計算)を用いて、地域別、年齢別、月別、養殖種類別にホタテガイ摂餌量、排世量を

求めた。

②養殖付着物

養殖種類別の一般的な作業工程、養殖付着物量調査結果(実態調査等)を用いて、時期別、養殖

種類別に、ホタテガイ全重量に対する付着物の現存量比を求め、現存量比とホタテガイ純生産量と

から、付着物の純生産量を算出した。また、付着物のほとんどが二枚貝(ムラサキイガイやキヌマ

トイガイ)と仮定し、養殖ホタテガイの0-1年目のエネルギー効率(純生産量に対する摂餌比、

排世比)を用いることにより、付着物の摂餌量、排世量をそれぞれ算出した。

3 結 果

(1 )基礎生産量等の調査

①採水水深

図3及び付表lに久栗坂と東田沢における採水水深の推移を示した。

久栗坂では 7-10月のみ、東田沢では6-7月以外の各月において、 100-1%の全層採水を行

った。東田沢では 1年を通して比較的底層付近まで採水できたが、久栗坂は中層までの採水しかで

きなかった月が多く見られた。

久栗坂 東田沢
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図3 採水水深の推移

②光 量(光強度)

図4及び付表2に久栗坂における採水時の光量(強度)を、図5に表層と底層(水深約45m)の

光量を示した。表層の光強度は148-540μmol、底層は 2-116μmolの範囲で推移し、表層では 7

-8月に530、540μmolと最も高い値を示した。また、底層の光強度は、表層の光強度に関係なく、

7-10月はほとんど光が届いていない状態であった。
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③採水水温

図6、付表1及び付表3に久栗坂及ぴ東田沢における水深別及び全層平均の採水時の水温を示し

た。なお、水深別グラフは、以下全てのグラフについて、各月の最深水深のデータを、海底(久栗

坂45m、東田沢35m)にプロットして表示した。

久栗坂は7.1-24.10C、東田沢は6.4-25.00Cの範闘で推移しており、東田沢の方が久栗坂よりも、

夏季は水温が高く、冬季は低いという傾向が見られた。また、両調査点とも夏場は成層化していた

が、 9月頃から上層と下層の水温差が小さくなり、冬季聞は全層でほぼ同じ水温であった。
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図6 採水水温の推移(左が水深別、右が全層平均)

④栄養塩

図7、図8、付表1及び付表3に久栗坂及び東田沢における水深別及び全層平均の窒素塩(硝酸

態窒素と亜硝酸態窒素の合計)と燐酸塩の推移をそれぞれ示した。窒素塩は、両地点とも鉛直混合
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により 12-1月に全層で高く、久栗坂で、は2.32-2.49mg/m3、東田沢で、はl.l9-1.81mg/m3で、あった。

また、久栗坂では 5、6月の底層 (38m及び、43m)で2.38、1.14mg/m3、東田沢では 8月の底層

(30m)でl.l2mg/m3と高い値を示したのが特徴的であった。

燐酸塩も窒素塩と同様に12-1月に高く、久栗坂では0.15-0.28mg/m3、東田沢では0.15-

0.23mg/m3で、あった。また、久栗坂では 5、6、7月の底層 (38m、31m及び、43m)

0.26mg/m3、東田沢では5、7、8月の底層 (33m、26m及び30m)

値を示したのが特徴的であった。

で0.28、0.28、

で0.16、0.14、0.31mg/m3と高い

基礎生産量

図9、付表1及び付表3に久栗坂と東田沢における水深別及び単位面積当りの基礎生産量の推移

⑤ 

を示した。

久栗坂では、 7月の表層で35.5mgC/m3/日と最も高い値を示したが、単位面積当りでは全層で高

い生産力の見られた 2月に1，187mgC/m2/日と最も高い値を示した。なお、 5、6、9月にも400-

600mgC/m2/日と比較的高い値を示しており、また、 6月は表層よりも底層の方が高い値を示してい

るのが特徴的であった。

東田沢では、 5月の 5-8m層で26mgC/m3/日と最も高い値を示し、単位面積当りでも同じく 5

月に560mgC/m2/日と最も高い値を示した。なお、久栗坂と比較すると全体的に低い傾向を示した。

表1に久栗坂における擬似現場法と現場法での基礎生産量を示した。擬似現場法と現場法とでは

中層以深でかなりの差が見られ、全体として擬似現場法が高い傾向を示した。
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久栗坂における擬似現場法と現場法での基礎生産量

2001/6/20 

2001/10/22 2.00 

深度 基礎生産量(mgC/ml臼) 基礎生産量(mgC/ml日)

(m) A現場法 B擬似現場法 B/A A現場法 B擬似現場法 B/A 

o 10.26 10.15 0.99 195.34 684.61 3.50 

9 9.43 11.58 1.23 

16 3.23 14.82 4.59 

43 1.07 19.27 17.93 

o 6.99 7.83 1.12 

3 6.36 8.53 1.34 

5 4.10 6.00 1.46 

16 1.43 3.98 2.78 

33 0.03 0.88 31.26 

164.41 82.08 

規
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ω
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表1

月日

2.75 平均

クロロフィルa量

図10、付表1及ぴ付表3に久栗坂と東田沢における水深別及び全層平均のクロロフィルa量の推

移を示した。

⑥ 

6月の底層 (43m)で12.09mg/m3と極めて高い値を示し、全層平均でも 6月が

5.17mg/m3と最も高い値を示した。基礎生産量が最も高かった 2月も比較的高い値を示したが、全

層平均では2.29mg/m3であった。

東田沢では、 2月にいずれの層でも 2mg/m3前後の高い値を示したことから、全層平均で

2.19mg/m3と最も高い結果となった。基礎生産量が最も高かった 5月はO.03-0.49mg/m3と低めの値

を示した。ピーク時を除けば、久栗坂も東田沢もほぼ同じように低いレベルで推移した。
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量

図11、付表1及び付表3に久栗坂、東田沢における水深別及び単位面積当りのPOC量の推移を示

した。久栗坂は87.1-247.9mgC/m3で、推移しており、基礎生産量の高い春先のほか、 6-7月にも

200mgC/m3を超える高い値が見られた。また、東田沢は63.9-230.3mgC/m3で推移しており、 7月

の12m層で230mgC/m3と最も高い値を示した。単位面積当りでは、久栗坂の方が東田沢よりも高い

傾向を示した。
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久栗坂における沈降量表2

平均

(m正L豆i
299 

604 

78 H13.10.22 

沈 降

表2に久栗坂における沈降量

調査の結果を示した。 6月20日

9月19日は

10月22日が

11mgC/m21日であり、平成12年

度調査結果(8月が41mgC/m2/

日、 11月が171mgC/m2/日)

べると 6月、 9月がかなり高め

6月、

量⑧ 

調査月日希釈率

H13.6.20 

H13.9.19 

と比

は299mgC/m21日、

604mgC/m21目、

の値となった。

9月にセジメントトラップの固

これは、

-226-

10m) 

置の際に海底の堆積物が巻き上

がり、混入した可能性が考えられる。

(通常は

トラップ設

定位置を海底上 3m

としたため、



動物プランクトン (200μm以上)

図12、図13及び付表4に200μm以上の動物プランクm3の出現数の推移、組成を示した。

出現数は久栗坂では27，200-793，600個体1m2で推移し、 5月にピークを示した。東田沢では54，500

-318，400個体1m2で推移し、 5月、 9月、 3月に300，000個体1m2前後の高い値を示した。両地点と

もコベポーダ、ノープリウスが優占種 (75%)となっており、次いで二枚貝 (10-15%)、ホヤ類

(7 %)の順となっている。久栗坂の方が鉛直曳き距離がやや長いこともあるが、東田沢よりも出

現数はかなり多い傾向を示した。

図14、付表5に200μm以上のコペポーダの全長と乾燥重量の関係を示した。全長と乾燥重量には

有意な相闘が見られたことから、全長別の理論値(表3)を求め、摂餌量計算に必要な乾燥重量へ

の換算に使用した。
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コペポーダの乾燥重量理論値表3

重量理論値(mg/個体)全長 (μm) 

200-400 0，0020 
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0， 0062 
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図15、図16及び付表6に摂餌量の推移、組成を示した。

久栗坂では20-676mgC/m2/日の範囲で、

春にかけて低いレベルで推移した。

東田沢は39-729mgC/m2/日の範囲で、

推移した。両地点ともコベポーダ、

(15-16%)となっている。

図17及び付表7に排世量の推移を示した。

9月にピークを示した後、冬から

9月にピークを示し、冬から春にかけて低いレベルで

ノープリウスの摂餌量が最も多く (53-63%)、次いでホヤ類

5-6月にやや高く、
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久栗坂で7-243mgC/m2/目、東田沢で14-261mgC/m2/日の範囲で推移し、摂餌量と同じ傾向を

示した。

微小動物プランクトン (20-2∞μm)
図18及び付表8、9に微小動物プランクトンの出現数の推移を示した。

久栗坂では4，.回0-39，400個体1m2の範囲で、 lO月と 3月にピークが見られ、 12月に急激に減少す

る傾向を示した。東田沢では4.520-29.880個体1m2の範囲で、 4月にピークが見られ、 1-2月に

最も減少する傾向が見られた。種類別に見ると、繊毛虫が優占(久栗坂85%、東田沢79%)してお

り、次いで、ノープリウス(同11%、14%)、二枚員(同 3%、6%)の順であった。久栗坂の方

が東田沢よりも多い傾向を示した。
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図18 微小動物プランクトンの出現数の推移

(左は単位面積当り、右は全層平均種類別)

図19、図20及び付表10、11に摂餌量の推移を示した。

久栗坂は7-675mgC/m2/日で推移し、東田沢は4-522mgC/m2/日で推移した。両地点とも夏場に

高く、冬場に低い傾向を示した。種類別に見ると、ノープリウスが優占(久栗坂64%、東田沢76%)

しており、次いで、繊毛虫(同30%、19%)、二枚貝(同 2%、3%)の順であった。水深別に見

ると、久栗坂では表層から中層、東田沢では中層から底層に摂餌量の高い部分が見らた。

図21及び付表12、13に排世量の推移を示した。

久栗坂で4-256mgC/m2/目、東田沢で 1-193mgC/m2/日の範囲で推移し、摂餌量と同じ傾向を示
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時期

(2) 養殖ホタテガイ、養殖付着物の摂餌量、排班量

①養殖ホタテガイ

図22及び付表14に、平成13年度の養殖ホタテガイの現存枚数の推移を示したo

なお、平成13年産稚貝はラーパ及び付着時期は摂餌量が少ないため、 8月の稚貝採取以降のデータ

を用いた。

両湾とも現存枚数が最も多いのは稚員採取後の8月で、西湾で883.131千個体、東湾で684，511千

個体となっている。西湾の方が全体的に個体数が多く、 0-1年貝の割合が高いのが特徴的であ

る。
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平成13年度における西湾、東湾のホタテガイの現存数の推移

図23及び付表15に摂餌量の推移を示した。

西湾は78-785mgC/m2/目、東湾は57-348mgC/m2/日で推移した。両湾とも、平成11、12、13年

産という 3種類のホタテガイを収容し、かつ、水温の上昇とともにホタテガイの成長が伸びる4月

が摂餌量のピークとなっている。その後は、半成貝や成貝の出荷、水温の上昇による活力低下に伴

い、夏季以降の摂餌量は低く推移する傾向が見られる。なお、西湾は東湾に比べて漁場面積が約1/2

と小さいことや現存数が多いことから、単位面積当りの摂餌量はかなり高いのが特徴的である。
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図23 平成13年度における西湾、東湾のホタテガイの摂餌量の推移

図24及び付表16に排世量の推移を示した。

西湾は 8-162mgC/m2/目、東湾は 7-67mgC/m2/日の範囲で推移し、摂餌量と同じ傾向を示し

た。
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図24 平成13年度における西湾、東湾のホタテガイの排池量の推移

②養殖付着物

付表17に養殖付着物のホタテガイに対する現存量比を、付表18に養殖ホタテガイ及び養殖付着物

の純生産量を、図25、26及び付表19に養殖付着物の摂餌量、排t世量をそれぞれ示した。

養殖付着物の摂餌量は、西湾はo-169.9mgC/m2/日、東湾は0.4-88.7mgC/m2/日の範囲で推移し、
5月にピークを示した。また、排世量は、西湾はo-42.5mgC/m2/目、東湾はo-22.2mgC/m2/日の
範囲で推移し、摂餌量と同様の傾向を示した。
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察

基礎生産量については、吉田ら13)は、月 1回のデータを 1ヶ月の平均値として扱っているため日照

時間による誤差があること、さらに、擬似現場法は現場法よりも高めの値となることを指摘している。

こうしたことから、基礎生産量の精度を高めるために、日照時間及び現場法との比較による補正を試みた。

日照時間は、気象庁が公表している青森観測点の日別日照時間を用い、天候別基礎生産比 (Arugaet 

az_14) ) を参考にして、調査日を 1とした場合の日別の比率から月別平均比率を求めて補正した(付表
20)。

また、前述の表1の結果から、擬似現場法は現場法に比べると2.75倍の値となることがわかっている

ことから、日照時間補正値を2.75で除して補正した。

これらの補正結果を図27及び付表21に示した。日照時間補正は各月の補正比率が0.7~ 1.3であるため、
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全体的としてはほとんど変わりがない。これに対して、現場法との比較は補正比率を一律2.75としたた

め、かなり低めの値を示した。ちなみに、補正後の基礎生産量を全湾平均で年換算すると、日照時間補

正で111g/m21年、現場法比較補正で40glm21年となるが、昭和50年の調査結果70-100g/m21年15)を考慮

すると、今回の補正範囲内に実質的な基礎生産量が存在するものと考えられた。

今回の調査結果を元に、養殖ホタテガイを中心とした表中層における餌科収支計算を試みた。試算方

法については以下のとおりである。

・基礎生産量については、前述の補正値(日照時間と現場法比較)の中間値を用いた。

・清外からの流入については、日本海側(十三湖沖)と湾内のクロロフィルa量のレベルに顕著な差

がないこと(付表22)、湾口部におけるクロロフィルa量の収支はごく僅かであること(西田16))

から特に考慮しない。

・養殖漁場周辺からの流入については、詳細な調査データはないことから、平野ら12)、小倉ら17)の

調査結果の平均値を用いた。

・河川からの流入については、炭素換算による試算を試みたが(付表23)、レベル的に大きくないこ

とや、ホタテガイの餌科として直接的には利用されない(飯泉ら18)) と考えられることから、計算

には含めない。

・沈降量については平成13年6月、 9月が過大評価の可能性があることから、平成12年及び平成13年

10月の平均値を用いた。

・養殖ホタテガイ、動物プランクトン、養殖付着物については前述の調査データをそのまま用いた。

付表24に月毎の収支状況を示した。基礎生産量が高い時期を除いて、ほとんどがマイナス値となって

しまうが、これはホタテガイ等の櫨過食者が直接的にはPOCを利用しているためである。このため、

ある月のPOCから、翌月までの収支累計を差し引き、翌月 POC値と比較した値 (POC比較値)を

付表25に示した。その結果、理想値を 1とした場合、ほとんどがマイナス値やかなり低い値になること

から、さらに補正をする必要がある。補正に当っては、 POC比較値が20%以内(:f:0.2以内)となる

ように、櫨過食者(養殖ホタテガイ、動物プランクトン、養殖付着物)を::t:50% (:t 0.5)を上限とし

て補正し、残る誤差を基礎生産量、漁場周辺からの流入量、沈降量で補正した。(図28、付表26)。

支出について見ると、両湾とも 4-6月にかけて、水温の上昇に伴いホタテガイが成長してくるが、

同時に動物プランクトンの摂餌量も急増してくることから、餌科環境は非常に厳しい時期と考えられる。

そのため、摂餌圧の高い前年産貝(半成貝含む)を余剰に抱えることにより、餌料不足から歩留まりの

低下、さらには活力低下による夏場のへい死を招く危険性がある。

したがって、ホタテガイ適正収容量の算出にあたっては、餌科環境が最も厳しくなる 4-6月のホタ

テガイ摂餌量(西湾で却0-500mgC/m21日、東湾で200-300mgC/m21日)を効率的に利用できるように、

保有数量を配分することが重要と考えられる。

最終年度となる平成14年度は、同様の手法により、底層における地まきホタテガイを中心とした餌料

収支の解明も行い、 3ヵ年の調査結果を総合的に判断することにより、湾内における養殖種類別、地域

別のホタテガイ適正収容量を明らかにするものである。
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付表1ー 1 基礎生産量調査等の結果(久栗坂)

月日 光度水深採氷水温 '口口J.(.h NH4 P04 No3+No2 基礎生産 POC 
(m) ("C) (mg!トン) (μmol) (μmol) (μmol) (mgC/トン/日) (mgC/ト')/日)

H13.4.23 100 。 9.3 0.56 1.25 0.01 0.19 9.1 163.9 

50 12 9.4 1.12 1.26 0.02 0.22 7.2 237.8 

33 15 9.4 1.17 1.31 0.03 0.13 7.1 239.0 

H13.5.17 100 。12.6 0.15 1.21 0.00 0.22 20.8 143.9 
50 10 11.6 0.14 1.27 0.00 0.21 14.1 167.0 

33 13 10.9 0.08 1.却 0.06 0.28 15.6 178.1 
10 38 9.8 0.22 3.48 0.28 2.38 8.1 185.4 

H13.6.20 100 。16.0 2.08 1.15 0.01 0.22 10.2 153.1 
50 9 15.7 2.74 1.64 0.07 0.44 11.6 247.9 
33 16 14.7 1.45 1.20 0.03 0.17 14.8 199.6 

10 43 12.8 12.09 1.73 0.28 1.14 19.3 229.6 
H13.7.17 100 。23.7 0.61 0.64 0.14 0.16 35.5 189.3 

50 5 22.7 0.62 0.78 0.14 0.35 17.3 221.9 
33 9 21.4 0.22 0.72 0.16 0.16 8.1 176.0 
10 20 20.4 0.32 0.65 0.16 0.12 4.2 149.1 
1 31 18.9 0.44 0.87 0.26 0.23 2.4 147.1 

H13.8.22 ー100 。23.7 0.25 0.62 0.16 0.15 17.2 111.4 

50 3 24.1 0.22 0.73 0.09 0.22 15.2 174.1 
33 6 24.1 0.23 0.63 0.08 0.14 5.9 143.5 
10 16 23.2 0.26 0.76 0.06 0.14 0.9 161.8 
1 25 22.3 0.33 0.66 0.07 0.10 0.1 135.8 

H13.9.19 100 。22.3 0.69 0.80 0.01 0.19 18.8 173.2 
50 7 21.8 .0.64 0.84 0.01 0.15 24.8 216.6 

33 13 21.7 0.53 0.75. 0.01 0.13 15.8 190.7 
10 22 21.1 0.56 0.80 0.01 0.13 11.6 146.6 
羽 21.2 0.42 0.85 0.06 0.57 1.5 101.1 

H13.10.22 100 。18.4 0.40 0.72 0.01 0.16 7.8 87.1 
50 3 18.1 0.55 0.68 0.01 0.17 8.5 139.7 

33 5 18.1 0.57 0.66 0.01 0.15 6.0 156.0 

10 16 18.1 0.52 0.75 0.01 0.21 4.0 160.1 
1 33 18.4 0.66 0.90 0.07 0.37 0.9 137.9 

H13.11.20 100 。14.8 0.27 0.04 0.05 0.24 3.7 111.0 
50 11 14.6 0.28 0.18 0.05 0.26 3.3 145.2 
33 17 14.5 0.29 0.17 0.06 0.25 4.3 159.4 

H13.12.20 100 。 9.8 0.30 0.21 0.15 2.49 3.7 112.5 
50 32 9.5 0.36 0.17 0.15 2.48 2.8 141.8 

H14.1.16 100 。10.5 0.38 0.01 0.28 2.45 3.4 94.2 

50 12 10.5 0.35 0.02 0.28 2.48 3.1 122.6 
一、'" 33 28 9.9 O.却 0.02 0.26 2.32 2.9 132.1 
H14.2.18 100 。 7.3 1.90 0.00 0.05 0.16 18.2 155.7 

50 8 7.4 1.83 0.10 0.04 0.09 28.1 244.0 

33 20 7.5 2.94 0.10 0.09 0.20 26.1 223.3 
H14.3.13 100 。 7.1 1.53 0.18 0.05 0.18 

50 13 7.1 1.59 0.21 0.05 0.19 

33 19 7.1 1.69 0.15 0.05 0.13 

※3月分基礎生産及びPOCIま、報告書執筆時において未分析
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付表 1ー 2 基礎生産量調査等の結果(東田沢)

月日 光度水深探氷水温 ヲロロJイh NH4 P04 No3+No2 基礎生産 POC 
(m) ("C) (mg/トン) (μmol) (μmol) (μmol) (mgC/トン/臼) (mgC/トン/日)

H13.4.19 100 。10.2 0.36 1.54 0.03 0.45 25.8 171.2 
50 3 10.1 0.09 1.57 0.02 0.09 16.7 145.4 
33 5 9.6 0.07 1.35 0.01 0.16 11.1 158.8 
10 11 9.1 0.17 1.39 0.06 0.09 6.6 79.9 
1 22 7.7 0.10 1.67 0.05 0.10 0.9 77.1 

H13.5.28 100 。13.9 0.03 0.93 0.07 0.30 21.1 133.8 
50 5 13.1 0.39 0.98 0.06 0.14 26.6 157.1 
33 8 12.4 1.01 0.08 0.14 26.4 113.0 
10 16 11.4 0.49 1.06 0.09 0.13 18.6 133.4 
1 33 10.2 0.31 1.47 0.16 0.20 2.6 130.3 

H13.6.27 100 。21.1 1.31 1.29 0.04 0.17 4.4 114.4 
50 6 17.9 0.57 1.23 0.03 0.09 3.8 168.7 

33 10 17.3 0.33 1.37 0.00 0.16 4.2 104.7 
10 20 15.0 1.21 1.25 0.04 0.15 1.4 133.5 

H13.7.24 100 。25.0 0.18 o.n 0.08 0.07 23.4 194.7 
50 8 25.0 0.12 0.63 0.09 0.09 19.8 191.3 
33 12 24.4 0.13 0.69 0.12 0.16 8.4 230.3 
10 26 23.2 0.26 0.72 0.14 0.09 3.5 175.7 

H13.8.27 100 。23.9 0.42 0.65 0.16 0.09 16.0 120.4 
50 4 23.8 0.41 0.74 0.17 0.10 5.1 116.2 
33 7 23.5 0.44 0.73 0.06 0.07 15.4 122.7 

10 15 21.2 0.60 0.65 0.06 0.06 0.5 180.8 
1 30 21.2 0.69 0.89 0.31 1.12 1.9 111.8 

H13.9.20 100 。22.0 0.49 0.69 0.01 0.09 21.8 103.8 
50 4 21.7 0.50 1.64 0.01 0.09 20.2 134.6 
33 6 21.7 0.56 0.76 0.01 0.11 16.7 153.5 
10 12 21.6 0.57 0.65 0.01 0.08 6.8 121.7 
24 21.3 1.00 0.48 0.01 0.32 2.9 94.8 

H13.10.24 100 。18.2 0.59 0.76 0.08 0.12 6.3 129.6 

50 4 18.1 0.59 0.76 0.07 0.14 8.1 110.9 

33 6 17.9 0.54 0.68 0.05 0.10 4.6 119.4 

10 12 17.9 0.61 0.80 0.08 0.15 4.2 118.2 

24 17.9 0.59 0.97 0.07 0.18 1.0 140.3 

H13.12.3 100 。12.2 0.36 0.15 0.11 0.59 5.7 82.8 
50 4 12.2 0.38 0.37 0.12 0.58 1.6 92.2 
33 7 12.2 0.36 0.36 0.11 0.48 1.3 80.9 
10 15 12.2 0.34 0.18 0.12 0.51 0.9 70.7 

30 12.3 0.37 0.11 0.10 0.45 0.0 96.8 

H13.12.17 100 。 9.6 0.35 0.15 0.15 1.31 1.3 76.5 

50 4 9.6 0.34 0.16 0.19 1.40 1.0 84.4 

33 7 9.6 0.33 0.23 0.18 1.34 0.6 90.3 

10 14 9.6 0.32 0.18 0.18 1.28 0.5 102.7 

1 27 9.6 0.35 0.17 0.18 1.19 0.5 109.3 

H14.1.15 100 。 8.0 0.60 0.04 0.20 1.88 6.1 93.5 

50 5 8.0 0.61 0.02 0.23 1.82 2.0 66.1 

33 8 8.0 0.26 0.02 0.23 1.82 1.8 85.9 

10 18 7.9 0.58 0.19 0.23 1.82 0.5 63.9 

34 8.0 0.52 0.05 0.22 1.81 0.0 71.7 

H14.2.15 100 。 6.8 1.65 0.09 0.14 0.62 17.6 118.0 

50 4 6.8 2.18 0.10 0.16 0.64 17.4 170.4 

33 6 6.7 2.01 0.09 0.15 0.63 10.4 132.0 
10 12 6.8 2.28 0.07 0.14 0.58 20.0 133.2 

24 6.8 2.26 0.08 0.14 0.53 2.8 130.1 

H14.3.18 100 。 7.7 1.52 0.17 0.05 0.18 

50 3 7.6 1.49 0.15 0.06 0.16 
33 5 7.1 0.52 0.09 0.07 0.14 
10 11 6.9 0.65 0.15 0.10 0.15 
1 22 6.4 1.40 0.17 0.10 0.08 

※3月分基礎生産及びPOCは、報告書執筆時において未分析
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付表2 久栗坂における採水時の光量

光量(%) 4/23 5/17 6/20 7/17 8/22 9/19 10/22 11/20 12/20 1/16 2/18 3/13 

100 350 400 300 540 530 1叩 4n 148 227 347 298 249 
50 175 200 150 270 265 95 239 74 114 174 149 125 

33 116 132 99 178 175 63 157 49 115 98 82 

10 40 30 54 53 19 48 

5 5 2 5 

底層 42 40 30 。。。。28 109 98 91 64 

付表3 基礎生産量胴査等の全層平均(単位面積当り)結果

地点 月日 採氷水温 ?ロロnh NH4 P04 No3+No2 基礎生産 POC 

("C) (mglトン) {μmol) (μmol) (μmol) (mgC/rrll日〉 (mgC/rrll日)

久栗坂 Hl3.4.23 9.4 1.06 1.28 0.02 0.18 119 12.747 
Hl3.5.17 10.8 0.15 2.06 0.12 1.01 514 9，683 
H13.6.20 14.4 5.17 1.44 0.12 0.54 651 13，397 

H13.7.17 20.6 0.38 0.74 0.18 0.18 286 8，542 

H13.8.22 23.1 0.28 0.70 0.07 0.13 119 7，594 

Hl3.9.19 21.4 0.54 0.81 0.02 0.25 450 7，424 

Hl3.10.22 18.2 0.57 0.78 0.03 0.25 164 8，069 
Hl3.11.20 14.6 0.28 0.16 。1.05 0.25 167 7，938 
Hl3.12.20 9.7 0.33 0.19 0.15 2.49 147 6，713 

H14.1.16 10.3 0.34 0.02 0.27 2.42 136 6，447 

H14之18 7.4 2.29 0.09 0.06 0.14 1，187 12，279 
H14.3.13 7.1 1.61 0.18 0.05 0.17 

東田沢 H13.4.19 8.8 0.14 1.回 0.05 0.12 149 3，511 
Hl3.5.28 11.6 0.36 1.15 0.10 0.16 560 5，454 
Hl3.6.27 16.9 0.60 1.31 0.02 0.15 69 5，329 
H13.7.24 24.2 0.22 0.70 0.12 0.12 312 5，492 
Hl3.8.27 22.0 0.57 0.74 0.15 0.37 155 4，964 

H1a9.20 21.5 0.70 0.69 0.01 0.16 250 3，227 

H13.10.24 17.9 0.59 0.84 0.07 0.15 127 3，695 
Hl3.12.3 12.2 0.36 0.21 0.11 0.50 36 3，031 

Hl3.12.17 9.6 0.34 0.18 0.18 1.28 21 2.812 
H14.1.15 8.0 0.51 0.09 0.23 1.82 41 2，985 
H14.2.15 6.8 2.19 0.08 0.14 0.58 451 4，125 
H14.3.18 6.8 0.99 0.15 0.09 0.13 

※海底付近のデータがないため、最深探水層データを代用して計算

※3月分基礎生産及びPOCは、報告書執筆時において未分析
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付表4 動物プランクトン (200μm以上)の種類別出現数の推移

ill久墨坂(西湾) 単位:個盤Irrl

彊題 3/30 41幻 5/17 6/20 7/17 8/22 9/19 101忽 11/20 12/却 1116 2/18 3/13 平均
ゴカイ 6，400 1，600 20，8∞ 3，2∞ 1，600 3，2∞ 1，6∞ 2，鑓4

ミジンコ類 1，600 4，8∞ 3，2ω 4，800 1，108 
ノープリウス200μm- 3，2∞ 6，400裂;5，600 72，0ω 1，600 11，200 22，400 14，4∞ 3，200 25，6∞ 3，200 22，4∞ 41，600 37，908 
ノープリウス400μm- 4，800 3，200 1，600 4，800 8，0∞ 1.723 
ノープリウス 16，000 1，231 
コヘ・本.ーゲ200μm- 4，8∞ 1，600 112.∞o 33，6ω 9，ωo 49，600 81，600 お，6∞ 33，600 121，600 11，200 12，800 17，600 39，631 
コヘ・が-f400μm四 51，200 9，印o211，200 88，∞o 14，400 28，800 128.0∞ 36，8∞ 41，6∞ 60，800 9，6∞ 44，8∞ 22，400 57，477 
J""'-'・600μm- 14，4∞ 4，∞o 41，600. 36，800 6，400 11，2'ω 40，∞o 11，2∞ 19，2∞ 20，800 4，8∞ 25，600 9，600 18，892 
ヨヘ・本'-fgOOllm- 3，2∞ 3，200 3，200 8，0∞ 3，2∞ 9，600 1，600 1，600 9，6∞ 3，323 
ヨヘ・本'-f1oooμm- 1，600 4，800 492 
コヘ.中.ーゲ1200μm- 1，600 123 
コヘ下サ'1600μm- 1，ω。 123 

キプリス 。

甲鍛類 1，的。 123 

二枚貝 1，600 102，4∞ 46，400 3，200 12，8∞ 11，2∞ 44，800 8，000 83，2∞ 94，4∞ 31，3お

巻貝 。

練皮動物 3，200 3，200 1，600 6，400 3，200 6，400 1，600 1，鉛9

コケムシ、ホウキムシ 1，ω。 1，600 9，6∞ 8，倒JO 1，6∞ 

ホヤ 40，000 4，000 25，600 44，800 3，200 11，200 30，4∞ 14，400 14，4∞ 6，4∞ 1，6∞ 4，ωo 15，446 

サルパ、ウミタル 1.ωo 1，600 1，6∞ 369 

その他 1，600 123 

小計 118.400 27，2∞ 7鈎，6∞ 329，600 40，000 123，200 353，600 113，600 142.4ω302.4∞ 48，0∞ 220，800 195，200 216，飢m
ヤムシ 24，000 1.的o 12，800 1，印。 3，2ω 1，ωo 1，6∞ 3，弱9

クラゲ 3，200 1，6ω 4，ωo 3，200 鈎5

小計 。 。 。 o 27，200 1，600 12，800 1，6ω 4，800 1，6∞ 1，6∞ 4，8ω 3，2∞ 4，弱4

盛夏田is_C亙湾) 単位.畳隼Irrl

彊墨 3/28 4/19 5128 6/27 7/24 8/27 9/20 10/24 12/3 12/17 1/15 2/15 3/16 平均
ゴカイ 1，600 1，600 3，2∞ 1，6ω 9，600 6;特O 1，6ω 8，000 2，585 

ミジンコ類 8，000 1，600 6，4ω28，8∞ 1，6ω 6，4∞ 8，000 3.200 4，923 

ノープリウス200μm- 861紺o 28，8∞ 14，4∞ 24，∞o 24，0∞ 16，000 4，800 3，200 22，400 24，0∞ 54，400 23，262 

ノープリウス400μm- 1，600 1，飢狗 1，600 6，400 9，6∞ 1，600 

ノープリウス 11，200 32，ぽ畑 33，邸淘 5.908 
ヨヘ.本'-nOOllm- 75，200 20，ωo 62，400 32，飢JO 35，2∞ 67，200 1∞，8ω57，ωo 60，800 38，400 28，8∞ 1，600 44，677 

コヘ'，'ーゲ400μm- 4，800 72，000 51，忽胞 40，償却 41，6ω 52，800 99，2∞ 40，000 27，200 28，8∞ 51，200 60，8∞ 35，200 46.523 
コヘ.本'-fSooμm- 14，4∞ 25，6∞ 20，8∞ 9，ωo 22，400 32，0∞ 11.2∞ 6，4∞ 9，6∞ 19，200 19，2∞ 11，2ω15.508 
ヨヘ・本.サ'800μm- 6，4ω 6，4∞ 3，200 3，2∞ 3，200 61ωo 。 3，2ω 1，600 4，8∞ 1，600 3，0η 

ヨピずサ'1000μm- 。 。

コヘ・本.サ・1200μm- 1，6∞ 123 

JI¥'"ーゲ1600μm- 。

キプリス 1，6∞ 123 

甲殻類 1，6∞ 3.200 369 

二枚貝 1，600 1，6ω 32，0ω 8，ω。 9，6ω 4，割問 4，邸加 1，6ω35，2ω155，2ω19，569 

巻貝 1，6ω 6.4∞ aωo 1，6∞ 1，354 

練皮動物 11，200 3，200 6，400 6，4∞ 8，航路 4，8∞ 1，600 3，200 

コケムシ、ホウキムシ 1，ωo 3，2∞ 1.猷掬 492 

ホヤ 25，ωo 20，8∞ 11，200 9，6∞ 35，200 24，ωo 19，200 14，4∞ 20，800 13，908 

サJI-パ、ウミ，ル 1，臥10 123 

その 3，2ω 246 

小計 128，000 168，似10294，4∞ 150，4ω 214，400 2白，200318.4∞ 171，200 121，邸加 54，4∞ 156，800 187，2∞ 270，4∞ 187，569 

ヤムシ 1，6ω 6，特O 1，6ω 3，200 1，6∞ 1，ωo 1，231 

クラゲ 1，600 3，200 1.6ω 1，6∞ 615 

小計 1，600 3，200 3，200- 。 8，∞o 。 1，6∞ 。 3，200 。 。 1，600 1，6∞ 1，846 
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コペポーダの全長別乾燥重量

1個体の乾燥重量
(mg/個体〉
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付表8 水深別、種類別の微小動物ブランクトン (20-200tJ m以下)出現数
単位:個体/2

地点 光量 彊塑 4/23 5/17 6/20 7/17 8/22 9/19 10/22 11/却 12120 1116 2118 3/13 

久栗坂 100軍織毛虫 440 720 440 160 640 520 1.8ω 鐙。 40 舗。 920 4叩
ノープリウス 40 40 120 160 40 120 40 
二枚貝 120 

放散虫 40 
民協事院毛虫 7伺 720 320 720 製狗 480 1.3回 4伺 160 3却 960 6伺
ノープリウス 120 120 120 160 卸 160 40 関 1伺

ニ盤旦 80 40 40 80 
相Z繊毛虫 4ω 7伺 480 “。 製割目 側担。 1.1倒。 2曲 40 120 720 
ノープリウス 120 40 40 2柑 1回 120 160 
ー枚墨 40 ω 
101繊毛虫 360 240 eω 6伺 4伺 制。

ノープリウス 40 160 鐙0 120 
二枚貝 40 

ホヤ 40 

ワムシ 40 
有孔虫、放散虫 40 40 
1S織毛虫 2柑 440 280 s∞ 
ノープリウス 40 40 

盤量皐 40 

地点 光量 彊塑 4/19 5/28 邑/27 7/24 8/27 9/20 10124 1213 12117 1/15 2115 3/16 
東関沢 100軍事量毛虫 1.040 7伺 120 160 800 440 2ω 2柑 1.2叩 200 200 440 

ノープリウス 40 40 40 ω 40 E伺 120 

二枚貝 40 E伺 40 

ワムシ 120 40 
5倒繊毛虫 斜。 1.240 320 “。 120 520 2ω 40 1卸 440 
ノープリウス 2伺 40 朗 40 120 120 ω 1却 40 240 
二枚貝 " 40 40 40 回

ワムシ 160 
調革繊毛虫 uω 840 斜。 3踊 2柑 弱。 7却 160 40 関 40 720 
ノープリウス 回 40 40 4伺 40 40 40 " 二枚貝 40 40 40 40 40 

ワムシ 40 

放散虫 120 
10嘩繊毛虫 1.01拘 “。 2朗 関 お0 520 ω 40 1.200 関 1回 1却

ノープリウス 40 320 40 笥ぬ 40 120 200 40 
二枚貝 40 200 40 
ワムシ 40 40 

畳旦 40 
1S.毛虫 160 520 2開 280 120 1.2叩 40 40 40 4伺

ノープリウス 80 120 2伺 40 
二枚貝 40 200 40 120 

ワムシ 40 40 
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付表9 単位面積当りの微小動物ブランクトン (20-200tJ m以下)出現数

単位:個体:/nf

地点 41四 5/17 6/20 7.パ7 8122 9/19 10/22 11120 12120 1/16 2118 3/13 
久栗坂 28568 29.020 20.080 25，540 27.160 29.360 39刈狗 18刈o 45叩 10.92031.9伺 38.920

地点 4/19 5/28 6127 71剖 8127 9/20 10/24 1213 12117 1115 2115 3116 
東国沢 29.880 23.0ω13520 12.980 12.860 22.0叩 9絹 o21.020 26.71伺 4520 4，8伺 15.880'

付表10 水深別、種類別の微小動物プランクトン (20-200μm以下)摂銅量

単位:m医CIトン/日

地点 光量 彊類 4/23 5/17 6/20 7117 8/22 9/19 10/22 11/20 12120 1/16 2118 3113 
久栗坂 1【鵬繊毛虫 0.62 0.95 0.99 1.01 1.41 1.72 4.01 0.68 0.13 1.42 4.12 122 

ノープリウス O.鈎 0.20 9.74 13.76 。凋 0.80 0.31 
二枚貝 0.71 
放散虫 6絹

501繊毛虫 1.25 。'.84 1.37 2.70 1.18 3.47 2.61 。絹 0.19 0.34 1凋 1.68 
ノープリウス 2.75 3.80 5.30 1625 7刀 6.75 0，伺 OSO 0.96 
一枚員 0.44 0.46 0.04 O.鴎

30S織毛虫 0.73 0.64 0.71 1.87 2.17 4.32 6.17 0.25 0.04 。踊 2踊
ノープリウス 1.10 0.89 。酒 21.90 14.69 4.72 。部

二枚貝 0.68 020 
101繊毛虫 0.37 0.38 1.97 3.91 152 222 
ノープリウス 0.47 19.08 25，鈴 4濁

二枚貝 0.12 

ホヤ 026 

ワムシ 0.61 
有孔虫 2.99 
放散虫 026 
11繊毛虫 1.14 1.笥 。刀 4.75 
ノープリウス 2.60 0.84 
放散虫 020 

地点 光量 聾霊 4/19 5/28 6/27 7/24 8/27 9/20 10/24 1213 12ハ7 1/15 2115 3116 
東国沢 1【蹴繊毛虫 229 1.44 0.70 156 3斜 1.01 。舗 024 0.69 . 1.13 2踊

ノープリウス 0.72 3絹 7.06 2.ω 0.74 0.68 
二枚貝 0.68 026 

ワムシ 2.80 O.η 

501繊毛虫 1.79 222 0.94 2.08 0.35 2，鴎 0.69 0.07 058 2加

ノープリウス 2.86 1.15 3.97 2.75 10.95 7.98 5絹 122 0.18 2.38 
二枚員 021 0.1 0.11 0，似 0.61 
ワムシ 3綿

叙~繊毛虫 3.30 1刀 056 0，叫 1.41 1昂 1.32 028 0.05 0.07 0.45 4.89 
ノープリウス 4，倒 2，81 3.47 25.15 0.87 053 0.25 057 
二枚貝 0.15 0.04 0.1伺 0.15 0.20 
ワムシ 026 

放散虫 028 
10軍繊毛虫 1加 。凋 。凋 0.60 127 2.41 0.1伺 。劇 0.1ω 028 0.70 
ノープリウス 0.25 :rT，相 。踊 15.42 。泊 129 0.32 
二枚貝 0.61 0.99 
ワムシ 0.14 053 

巻旦 026 
11繊毛虫 0.06 0.94 3.99 1.12 055 0.01 0.05 。絹 2.33 
ノープリウス 4.65 2.90 029 

二枚貝 0.87 。絹 0.76 

ワムシ 0.15 054 
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付表11 単位面積当りの微小動物プランクトン (20-200IJ m以下)摂餌量

単位:mgC/nil日

地点 4/23 5/17 6/20 7/17 8/22 9/19 10/22 11/20 12120 1/16 2118 3/13 

込墨霊 64 62 90 345 642 675 290 31 7 27 96 140 

---
地点 4/19 5/28 6/27 7124 8/27 9/20 10/24 1213 12117 1/15 2115 3/16 
東田沢 56 46 109 522 153 482 80 35 4 26 24 112 

付表12 水深別、種類別の微小動物プランクトン (20-200IJ m以下)排池量

単位:mgCIトン/日

地点 光量 種類 4/23 5/17 6/20 7/17 8/22 町19 10/22 11/20 12120 1/16 2γ18 3/1:t 
久業坂 100%繊毛虫 0.31 0.48 0.50 0.50 0.71 0.86 2.01 0.34 0.07 0.71 2.06 0.61 

ノープリウス 0.11 0.07 3.51 4.95 0.18 0.29 0.11 
二枚貝 021 

放散虫 2.32 
5飢餓毛虫 0.89 1.11 0.47 1.04 0.17 1.03 0.35 0.04 029 1.03 
ノープリウス 0.99 1.37 1.91 5.85 2.80 2.43 0.00 0.18 0.34 
一枚員 0.13 0.14 0.01 026 

30%繊毛虫 1.65 0.88 028 0.42 0.70 0.77 0.66 0.14 0.02 0.04 022 2必
ノープリウス 。凋 0.32 0.13 7.88 529 1.70 0.34 
二枚貝 020 。加

1飢餓毛虫 0.53 025 020 0.30 0.63 120 0.05 0.02 0.04 0.14 0.35 

ノープリウス 0.17 6.87 9.34 1.57 
二枚貝 0.03 

ホヤ 0.09 

ワムシ 022 
有孔虫 1.08 
放散虫 0.10 
1%繊毛虫 0.03 0.47 1.99 0.56 027 0.01 0.03 023 1.16 
ノープリウス 0.94 0.30 
放散虫 0.07 

地点 光量 種類 4/19 5/28 6/27 7124 8/27 9/20 10/24 1213 12/17 1115 2115 3/16 
東田沢 100弧繊毛虫 1.14 0.72 0.35 0.78 1.82 0.50 0.18 0.12 0.34 0.57 1.03 

ノープリウス 0.26 125 2.54 0.75 027 024 
二枚畏 020 0.08 
ワムシ 1.01 028 

5錦織毛虫 0.89 1.11 0.47 1.04 0.17 1.03 0.35 0.04 029 1.03 
ノープリウス 1.03 0.41 1.43 0.99 3.94 2.87 1.97 0.44 0.07 0.86 
二枚貝 0.06 0.03 0.03 0.01 0.18 
ワムシ 125 
3錦織毛虫 1.65 0.88 028 0.42 0.70 o.n 0.66 0.14 0.02 0.04 022 2絹
ノープリウス 1絹 1.01 1.25 9脂 0.31 0.19 0.09 020 
二枚貝 0.05 0.01 0.02 。周 0.06 
ワムシ 0.09 
放散虫 0.10 

10%繊毛虫 0.53 025 020 0.30 0.63 120 。筋 0.02 0.04 0.14 0.35 
ノープリウス 0.09 13.48 0.31 5.55 0.16 。紛 0.12 
二枚貝 0.18 0.30 
ワムシ 0.05 0.19 

巻貝 0.09 
1%繊毛虫 0.03 0.47 1.99 0.56 027 0.01 O!回 023 1.16 
ノープリウス 1.67 1.04 0.11 

二枚貝 026 0.14 023 

ワムシ 0筋 0.19 
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付表13 単位面積当りの微小動物ブランクトン (20-200IJ m以下)排池量

豊位:m，C/rrll日
地点 4/23 5/17 6/20 7/17 8/22 9/19 10/22 11/20 12/却1/16 2/18 3/13 

込墨星 29 26 37 135 247 お8 128 13 4 12 43 60 

地点 4/19 5/28 畠127 7/24 8/27 9/20 10/24 12/3 12/17 1/15 2/15 3/16 
東国沢 25 22 42 193 箇 182 31 13 9 10 49 

付表14 養殖ホタテガイへい死率

単位:%

期間
養殖ホタァガイ実態調査へい死率

平均 月当り 備考
9年度 10年度 11年度 12年度 13年度

0年目 8-10月 0.9 2.5 2.4 5.2 2.3 2.66 1. 33 秋季実態調査(未分散)
0-1年目 10-5月 2.0 2.2 1.3 4.1 4.6 2.84 0.41 春季実態調査(全平均)

5-10月 8.9 7.9 8.8 6.8 6.6 7.80 0.99 秋季実態調査(全平均)

※1年目10月以降は0.....'年目のへい死率を代用

付表15 1個体当りの年齢別、時期別ホタテガイ摂餌量、排漕量

軟体郁重量(.1個体)
純生産量純生産に対する比 援餌量 告非難量

期間 3年度鼠 健康癖価猷験

験 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度平均値 (g・/個体/ 摂餌 接調量
加cCl個体 CmcCl個体

ID LID /自}
0年目 8月 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 o.剖 7.486 1.427 4.44 0.85 

呈旦
10月 o.ω 1.∞ 1.叩 0.21 0.28 0.62 
11月 2.86 3. 70 3.ω 4.田 1. 10 3.15 2.36 2.961 o.伺2 2O.n 4.78 

12月 3.85 5.50 5.20 7.40 3.50 5.∞ 5.伺
1年目 1月 5.55 6.80 9.40 11. 40 5.40 7.71 
2月 7.52 10.80 15.60 12.40 11. 58 4.72 2.961 0.682 41.48 9.55 
3月 10.10 18.05 18.60 19.00 17.07 16.90 16.62 
4月 17.79 22.40 25.44 21. 88 
5月 19.72 23.40 24.30 22.47 3.89 17.889 4.479 206.68 51.75 

e月 26.72 28.30 30.79 28.60 
7月一 35.72 31.40 33.56 
8月 32.32 35.10 31. 35 32.92 -1.28 17.随9 4.479 67.68 16.95 

9月 32.62 32.62 
10月 27.33 鈍 10 31.77 29.73 
11月 29.93 35.20 34.07 33.07 5.98 4.063 1.599 72.12 28.38 
12月 33.99 44.朗 46.81 41. 87 

2年目 1月 39.46 国.剖 52.69 47.68 
2月 49.85 63.80 66.41 ω.02 6.41 4.063 1.5鵠 n.29 30.42 
3月 55.13 73.卸 74.61 67.78 
4月 66.92 66.92 
5月 67.71 73.17 70.44 5.05 6.4回 1.797 97.13 26.92 
6月 79.07 79.07 
7月 82.07 82.07 
8月 71.59 71. 59 -2.91 6.483 1.797 55.ω 15.却
9月 制..41 84.41 
10月 73.35 73.35 
11JJ 75.07 75.07 4.55 4.291 1.418 57.92 19.14 

12月 82.45 82.45 
3年目 1月 滋

2月 4弱 4却1 1.418 57.92 19.14 

3月
※2年目10・11月と閉じと仮定
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付表16 ホタテガイの現存枚数、摂餌量、排潰量の推移(平成 13年度)

亜里
13年産稚貝 現存枚数{個体〉

摂館量(m&，CI個体/日)
摂飯量(m&，C/rrll日}
排池量(m&，CI個体/日)
排池量(mllC/rrll目)

12年度半成貝現存枚数〈個体) 303.683.029 236.109.395 108.422.413 7.965.480 
摂餌量(m&，CI個体:1日) 207 207 207 68 
摂館量(m&，C/rrll日) 349 271 124 3 
排池量(m&，CI個体Y白) 52 52 5哩 17 
排池量(mllC/rrll回) 87 68 31 1 

12年産成員 現存枚数(個体) 201.492.014 200.665.896 197.057.5四 165β位 2帰 111.244.308 43.651.235 8.013.988 4.439.555 2.483.040 2.120.840 1.922.325 1.706.287 
14年度出荷分を加算※ 326.086.441 324.688.789 319.823.037 286.396.082 231.380河 9162.530.321 125.521.393 121.489.732 118.950.252 118.027.949 117.257.900 116.584.634 
鍍餌量(maCI個体/目) ~ ~ ~ ~ ~ ~ n n n n n n 
援飼量(m&，C/rrll日) 374 373 367 108 87 61 50 49 48 51 印 50 
排池量(m&，CI個体Y日) 52 52 担 17 17 17 28 28 28 30 30 30 
排灘量(mllC/rrll日) 58 58 57 16 10 4 1 1 0 0 0 0 

11年産成貝 現存枚数{個体) 114.306.814 106.163.474 90.773刈 9 59.127.0ω 8.393.455 4.699.492 394.138 24.412 24.312 23.624 19.803 15.653 
摂餌量(maCI個体Y日) D ~ D ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
摂餌量(m&，C/rrll日) 62 57 49 18 3 .1 0 0 0 0 0 0 
排池量(m&，CI個体/白) 27 27 27 16 16 16 19 19 19 19 19 19 
排池量(m&，C/rrll臼) 17 16 14 5 1 0 O. 0 0 0 0 0 
現存枚数(個体) 744.076.283 666.961.658 519.018.940 353.488.651 883.181.060 802.492.258 752.407.094 745.499.741 740.454.195 736.398.746 733.118.910 729.935.528 
摂餌量(m&，CI吋/臼) 785 701 541 129 105 78 123 121 119 193 192 191 
排池量(mgCI肘/日) 162 141 101 21 14 8 18 17 17 33 33 拘

束湾 13年産稚員 現存枚数(個体) 383.211.544 378.360河 5373.136.849 371.644.302 370.151河 4368.28暗.070366.7回虫2365.300.975 
{平内東回沢 摂館量(m&，CI個体/目) 4 4 21 21 21 41 41 41 
~畠野沢} 摂餌量(m&，C/rrll日) 6 6 26 26 26 51 51 51 

排総量(m&，CI個体/日) 1 1 5 5 5 10 10 10 
排池量(mgC/rrll日) 1 1 6 6 6 12 12 12 

12年度半成員現存枚数(個体) 68.944.476 35.161.441 16.259刈 3 7.909.580 
摂餌量(m&，Cν個体/日) 207 207 207 68 
摂餌量(m&，C/rrll日) 47 24 11 2 
排池量(m&，Cν個体/日) 52 52 52 17 
排池量(mgC/I吋/日) 12 6 3 0 

12年産成員 現存枚数(個体) 264.426.347 262.429.650 256.575.240 246.879.594 181.2畑 .650111.5哩2.268 72.287.148 62.997.008 55.532.962 45.516.294 34.666.285 16.871.496 
14年度出荷分を加算※ 384.692.954 382.144.n6 375.076.466 364.056.784 297.204.140 226.272.058 185.712.903 175.981刑 7167.954.655 157.397.339 145.995.648 127.759剖 5
摂餌量(m&，CI個体/日) ~ ~ ~ ~ ~ ~ n n n n 77 n 
摂飽量(mg忽Irrll日) 265 263 258 82 67 51 45 42 40 41 38 33 
携池量(m&，CI個体/日) 52 52 52 17 17 17 28 28 28 30 30 30 
排池量(mllC/rrll臼) 46 45 44 14 10 6 7 6 5 5 4 2 

11年産成R 現存枚数(個体) 110.336.337 98.403.302 59.234.147 26.976.167 4.0弱月6 2.398.466 720.004 606.753 478.261 218.010 152.408 56.000 
摂餌量(m&，CI個体ν臼) ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
摂餌量(m&，C/rrll日) 36 32 19 5 1 0 0 0 0 0 0 0 
排波量(m&，CI個体/自) 27 27 27 16 16 16 19 19 19 19 19 1¥) 
誹池量(maC/rrll臼) 10 9 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 
現存枚数(個体) 563.973.767 515日709.518450.570.016 398.942.531 684.511刈 o607.031.289 559.569月 5548.232.472 538.584.671 525.901.419 512.941.578 493.116.490 
摂餌量(m&，CI耐/日) 3411 319 2四 ω ~ ~ n ~ 00 ~ ~ ~ 
排池量(m&，C/rrll日) 67 60 毘 16 12 7 13 12 11 16 15 13 

西湾

(平舘~
平肉浦回)

合計

-N品
吋

|

合計'

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11 月 12月 1~ 2月 3月
643.406.835 635.262.445 626.491.563 623.985.597 621.479.630 618.347.173 615.841.206 613.335.240 

4 4 21 21 21 41 41 41 
16 16 72 72 72 142 142 141 
1 1 5 5 5 10 10 10 
3 3 17 17 17 33 33 33 

※12年度成貝は2年目(14年度}出荷分が不明のため、閉じ2年目出荷分の11年産成員の値を代用した
※単位面積当りの摂餌量の換算については、養殖漁場面積を西湾約1801<<官、東湾約300knlとして計算した。



養殖付着物の時期別、種類別の割合付表17

①養殖付着物現存量のイメージ
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②ホタテガイの全重量1に対する付着物の割合〈平成13年度)
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ホタテガイ、養殖付着物の純生産量付表18
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付表20 目別日照時間及び日照時間補正比

月日
田園町掴 調査目'に
実現値補正値封する翻合 平悔値 月目

田園時間 間査目?に
奥羽値補正値対する割合事淘値 月目 実測日値置暗補闇正値揖する査割固合唱に対 平均値

4且，日 4.2 0.7 1.0 8，11 1目 。 1.0 1.3 12Rt自 1.0 1.0 
2目 1・ 0.7 2日 11.5 1.5 2a 1.3 1.0 
S目 3.4 0.7 3日 2.2 ，。 2田 。 ，。
4目 2.5 0.7 4目 5.7 、1昼 4日 2.9 ，。
5日 7.4 1.0 5目 11・ 1.7 §日 0.4 1.0 
e目 11.7 1.2 e目 12.5 1.7 -目 。 1.0 
7a 11.3 1.2 7日 13.1 1.7 7日 0.3 1.0 
8日 4.7 1.0 8a 11.9 1.7 8日 0.7 ，。
8日 4.5 0.7 -日 0.1 1.0 -日 0.5 1.0 
，。日 1.4 0.7 10日 。 1.0 l0a 0.8 1.0 
刊日 5.7 1.0 刊毘 4 1.0 刊日 。 1.0 
12目 0.8 且7 12目 &1 、皐 12日 1.1 1.0 
13日 7.3 ，。 旭日 0.8 1.0 13日 。 1.0 
1.日 7.8 1.0 14日 7.5 、阜 14目 。 1.0 
15日 a・ 1.0 15目 2.7 ，。 惜日 。 ，。
Isa 10.4 1.2 18日 4.3 1.0 18a 0.1 1.0 
官日 10.5 1.2 17日 7.1・ 1.5 17目 0.5 ，。
18目 11.8 1.2 18日 11.1 1.7 18日 0.1 1.0 
18日 11.1 1.2 19日 13 1.7 18目 。 1.0 
四日 2.1 0.7 割目 11.9 1.7 初日 。 0.0 
剖日 12.1 1.2 21目 守主 1.5 割目 。 0.0 
忽目 11.1 1.0 22自 0.5 G.3 包日 。 1.0 
幻自 82 t・ n目 7.1 邑S n日 2.7 1.0 
24日 邑7 4.8 24日 11.7 1.7 24日 3.3 1.5 
お日 12 1.2 25自 11.6 、阜 自目 0.5 1.0 
踊自 11.8 1.0 2・目 。 1.0 28目 0.4 1.0 
27目 11.7 1.2 27日 。 ，。 27目 Q.2 1.0 
揖昌 12.1 1.2 28日 事 1.0 28目 1.4 1.0 
羽目 10.5 1.2 28a 3.1 ，。 28日 4.8 1.5 
曲目 11.8 1.2 祖国 11.3 1.5 調日 G.3 1.0 

5月'白 n・ 1.0 0.8 lliI 1.3 ，。 剖自 0.1 1.0 
2自 4.5 0.8 -月 t白 10.・ 、主 0.8 1月 1目 。 1.0 1.1 
3a e 0.8 E目 11.4 ，。 2a 2.7 1.0 
4目 12.3 1.0 3a 7.2 1.0 S目 。 ，。
5日 ' 0.8 4日 10 1.2 4日 2.4 1.0 

¥受ごと8日 s 0.8 5日 12 、主 6日 0.1 ，。
7日 。 0.8 @日 lU  、主 @日 亘7 1.5 
8目 。 0.8 7日 。 且7 7日 5.4 1.5 
-回 。 0.8 8自 z・ 0.7 -日 3.1 1.0 
10目 2.2 a・ '回 11.8 1.2 

gtO自日
。 1.0 

刊目 Q.2 0.8 ，。目 1.5 0.7 且7 1.0 
12自 13.4 1.0 円目 。 0.7 刊自 。 ，。
13日 13 1.0 徳島 。 0.7 12日 。 1.0 
14日 12.8 ，。 13日 2.7 0.7 t耳目 0.3 ，。
15a 12.'‘ 1.0 14日 3.8 也7 14日 5.7 1.5 
18目 2.1 a・ 帽目 。 、3 15日 。 1.0 
17日 11.8 3.5 18a 4.D 1.0 11目 。 0.0 
1・日 12.2 &5 17日 邑7 1.0 17自 3.5 1.4 
18目 1.2 且・ 18日 0.2 0.7 18目 。 1.1。
20目 13.・ 1.0 18目 7.2 4.3 "日 0.3 ，。
割自 a・ a・ 20国 邑7 1.1 割自 &8 1.7 
盟国 a・ 0.8 創自 3.5 0.7 剖日 。 1.0 
23日 3.8 a・ 盟国 4.1 0.7 盟国 邑' 1.0 
24日 3.1 a・ 23目 11.4 、主 n目 0.1 ，。
25自 5 0.8 24目 10.3 、主 24日 0.3 1.0 
2・日 。 a・ 25日 &2 ，。 25日 1.3 ，。
27日 a・ 0.8 2・日 10.3 1.2 2・日 4 1.5 
28自 &8 0.8 27日 主T ，。 27日 。 1.0 
28目 14.4 1.0 28自 5.3 ，。 28日 。 1.0 
園田 10.2 1.0 2・日 • 、島 28日

zaa e 1.0 
lliI 。 0.8 初日 8.5 、主 割目 1.5 

-周'固 s 0.7 0.8 10，11 1目 。 、z‘ 1.3 割目 邑S 1.0 
Z目 邑2 1.0 E目 。 ，。 E月'目 2.5 1.0 、主
S日 4.2 0.7 2日 8.7 1.5 2日 。 1.0 
4a 12.8 1.2 4目 5.5 1.5 耳目 4.5 1.5 
5日 14 1.2 5a 0.2 1.0 . 4自 u ，。
@目 s 0.7 -目 2.4 唱。 5a 0.5 ，。
7a 。 0.7 7目 11.4 1.7 -目 8.1 1.7 
-日 13.5 1.2 8a 2.5 ，。 7日 0.1 ，。
S回 12.8 1.2 -目 1。 1.7 8日 7.2 1.7 
10日 。 0.7 ，。固 。 1.0 '目 2.8 1・刊日 且7 ‘3 刊自 0.8 ，。 ，。日 3.8 1.5 
12a 且S 0.7 12自 3.8 1.5 刊自 1.7 1.0 
13日 且7 1.0 13日 1.3 1.0 12目 且S ，。
14固 11.・ 1.2 14日 a・ 、3 13日 8.3 1.7 
15目 4・ 也7 15日 &4 1.7 14日 1.8 1.1・
3・冒 u ，。 18日 8.8 1.5 15目 E 1.0 
17目 刊4 1.2 17日 2.4 ，。 18固 邑S 1.5 
18a s 0.7 1・目 1・ 1.7 17目 a・ 1.0 
"日 。 、τ 18自 8.5 1.5 1・目 2.1 1.5 
鶴田 1.5 0.5 初日 8.5 1.7 18日 Q.4 0.1 
21目 7.7 5.4 21目 &2 1.5 四日 a・ 1.5 
縫目 5.8 1.0 盤固 7.1 3.8 21日 5.5 1.5 
白日 8.8 1.0 窃固 。 0.0 n目 ‘阜 ，。
24目 z・ 0.7 24臼 E ，。 n目 a・ 1.5 
25目 3.2 0.7 25a a・ 1.5 24日 Q.4 1.0 
間E 11.3 1.0 2・日 11.4 1.7 お日 0.3 ，。
27目 。 0.7 27日 a・ 1.5 掴目 2 1.0 
E・日 8.5 ，。 28目 2.2 ，。 27日 11.3 1.7 
28日 亘書 1.0 28目 0.3 官。 28日 4.8 1.5 
割自 11.7 ，。 第，目 8.4 1.7 3月 t目 4・ 1.0 0.8 

7月'臼 2.8 1.0 、車 31目 、車 1.0 E自 0.3 血7
2日 &8 1.5 刊月'目 " 0.8 ‘3 3日 1.7 0.7 
3日 2 1.0 2日 4.7 0.9 4自 且4 血7
4・日 1.8 1.0 3a 0.3 0.8 事国 7.4 1.2 
5日 a・ 1.5 4白 。 0.8 S日 。 0.7 
-目 4.1 1.0 5目 。 0.8 7日 也2 且7
7目 11.3 1.7 -日 。 0.8 8日 0.8 0.7 
8a 7.8 1.5 7目 1.8 a・ aa 7.5 1.2 
-目 ‘2.8 1.7 8日 &8 1.0 10目 。 0.7 
10目 2.8 1.0 S目 。 0.8 刊日 4・ 1.0 
刊日 。 1.0 l0a 8.4 1.0 世田 1.8 0.7 
12日 。 1.0 刊日 8.4 1.0 13日 7.8 3.8 
13日 2 ，。 12目 1.5 0.8 14日 7.8 3.8 
14日 a・ 1.0 13日 2.1 a・ 15日 。 且7
15目 11.9 1.5 14目 。 0.8 18目 11.3 1.0 
18日 。 1.0 15日 2.2 0.8 17日 。 且7
17日 且4 Q.2 18日 2.5 0.・ 18目 11.3 1.2 
18日 2.2 1.1 17日 0.8 0.8 19目 7.2 1.2 
.8目 。 '.0 18a 0.5 0.8 四日 &1 1.2 
初日 5.5 1.5 19日 4.4 0.9 引自 11.4 1.0 
21日 11.4 '.5 初日 11.2 1.2 包目 。 0.7 n目 3.3 ，。 21目 &8 7.0 n目 。 0.7 
白日 3.4 ，。 盤固 &8 ，。 24日 3.8 '.0 24日 2.7 ，。 23目 ‘3 ，。 25層 7.3 1.2 
錆目 Q.4 ，。 24日 5.4 a・ E・目 o.a 1.2 
28日 8.3 、.5 25白 3.7 0.8 27日 。 0.7 
27日 11.5 1.7 28目 t 0.8 28日 5.8 ，。
2・日 11.4 1.7 27目 0.1 a・ 2・目 。 0.7 
28日 1.5 1.0 2・目 1.4 a・ 却日 2・ 0.7 
30日 Q.2 ，。 28目 1.2 0.8 剖E 0.5 0.7 
31困 。 1.0 司自 0.. 0.8 

務濃調月査期目白田園崎潤時最聞高は値、培壷養3"開始時間.，自由a期出‘・目区申分入E晴申時れ間.曇膏剛使、い周‘3Y豊目作固成とL2て回比目較由に奥R田鹿時間審車晶て補正」た.
離別に目蝿 等骨し‘""" 用いた.
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付表21 基礎生産量の補正結果

単位:m盛C/rrll日

地区 項目 4/23 5/17 6/20 7/17 8/22 9/19 10/22 11/20 12/20 1116 2/18 

西湾 補正前 119 514 651 286 119 450 164 167 147 136 1，187 
日照時閉による補正 119 412 585 343 154 450 214 117 147 150 1，425 

現場法との比較による補正 43 150 213 125 56 164 78 42 54 54 518 

地区 項目 4/19 5/28 6/27 7/24 8/27 9/20 10/24 12/3 12/17 1115 2/15 

東湾 補正前 149 560 69 312 155 250 127 36 21 41 451 

日照時間による補正 149 448 62 374 201 250 165 25 21 45 541 

現場法との比較による補正 54 163 23 136 73 91 60 9 8 16 197 

付表22 日本海(十三湖沖)におけるクロロフィルa量の推移
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付表23 河川からの流入有機物量

河川名 平均流量 88 炭素含有量 流入有機物量
ml秒 mg/Q mgC/mg mgCI日 mgC/rnl目

蟹田川 3.49 4.0 0.3 361，843，200 
新城川 1.46 10.0 0.3 378，432，000 
沖館川 0.04 8;0 0.3 8，294，400 
塩川 2.38 2.0 0.3 123，379，200 
横肉川 0.44 2.0 0.3 22，809，600 
駒込川 5.30 1.0 0.3 137，376，000 
野肉川 3.13 3.0 0.3 243，388，800 
浅虫川 0.14 3.0 0.3 10，886，400 
小湊川 6.0 0.3 
野辺地 1.81 3.0 0.3 140，745，600 
小沢川 3.0 0.3 
境川 0.28 2.0 0.3 14，515，200 
田名部川 1.23 5.0 0.3 159，408，000 
小荒川 0.19 3.0 0.3 14，774，400 
宇曹剰川 0.64 2.0 0.3 33，177，600 
永下川 1.00 2.0 0.3 51，840，000 
川内川 5.69 3.0 0.3 442，454，400 
葛沢川 0.22 7.0 0.3 39，916，800 
合計 2，183，241，600 4.55 

来平均流量、 SSIま平成10年度公共用水域及び地下水の水質測定結果調査

※炭素含有率はサロマ湖におけるホタテガイ養殖許容量調査〈昭和52年〉のmax値
来流入有機物量の単位面積換算は養殖議場480knfとして計算

付表24 餌料収支

単位:mlCI耐/日

竃区 重目 ~ ~ m m s買 w 10買 1m 1m !B m m 
膏湾収入道礎生産 81 281 399 234 105 ω7 148 79 1ω 102 972 7n 

治場外からの着陸加 21 48 48 48 48 48 48 21 21 21 21 21 
ホ聖子ガイ排灘 182 141 101 21 14 a 18 17 17 s3 s3 33 
動物プランクトン接池 37 139 138 170 370 5ω 1関 " 57 22 7芭 n 
.200# m以上 7 112 101 35 123 .243 82 55 53 10 重量 17 
.20-2ωμm 29 28 37 135 247 おS 128 13 4 12 43 ω 
重盛盆霊盤盤準 27 43 21 s 2 。 。 。 。 。 。
小量 328 851 707 絹2 S鍋 鴎2 40置 187 195 178 1..ω7 

ーω支出沈降量 97 97 冒7 97 97 97 97 97 97 97 97 91 

ホ動ー物テプガラインSク11トEン擾銅 785 701 541 129 t随 78 123 121 119 193 1鍵 191 
84 宮74 311 “s 副島4 1.351 482 185 1弱 58 ln 187 

.2ω$1m以よ 20 312 281 98 342 87睡 172 154 141 29 81 47 

.20-2ωμm 84 82 " 345 “2 875 2鈎 31 7 27 98 140 
蓋盈盆筆盤霊盤 107 170 宮E 33 

ー

2 s 。 。 。 。
小佐 1.013 ~ 1.伺1 702 1.195 !.lli 883 4ω 311 347 481 475 
軍支 -1.特 -891 -384 -220 -鰯6 -885 -282 -219 -178 -188 831 4鍵

東湾収入 as礎生産 149 弱。 89 312 1弱 怨0 127 舗 21 41 451 380 
.場外からのli加 10 27 27 27 27 27 27 10 10 10 10 10 
ホ4旨手ガイ緋灘 81 80 52 18 12 7 13 12 11 18 15 13 
動物プランクトン排池 51 88 127 424 218 443 129 49 15 30 28 83 
，200# m以上 32 85 " 231 151 281 98 35 14 21 18 14 
'20-200μm 25 n 42 193 85 182 31 13 1 

ー

10 49 

霊11盆重盤盤準 12 n 10 s 2 。 4 11 。 。 。 。
位置 怨掲 7窃 2鴎 788 412 728 sω 117 58 98 5ω 447 

支出波降量 97 97 97 91 曹7 97 97 97 97 97 91 91 

ホ動聖物子プガラインSク11トEン援餌 鈍8 319 289 89 13 57 71 88 88 92 富島 83 
145 227 窃2 1，172 513 1，211 袋路 134 42 85 74 152 

.2ωμm以上

" 181 244 街。 420 T鵠 213 98 39 80 50 40 
.20-2ωμm 58 48 109 522 1弱 482 ω 35 4 28 24 112 
蕃殖盆蓋物撞鍾 48 89 42 30 12 1 17 49 。 1 t 也

小監 838 132 7昔。 ~ 755 ~ 531 347 205 275 281 333 
収支 -341 24 -494 -803 -343 -838 -238 -230 -148 -ln 243 114 

※報告書貌筆時慮で‘as.生産量3月分が来分析のため、2月分析値の80%を代用した.
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POCの推定値f実測値

1亙-
1/16 
27 
6，447 
1，959 
0.30 
1/15 
29 
2，985 
・1，468
-0.49 

121l-
12/20 
30 
6，713 
1，370 
0.20 
12/17 
14 
2，812 
192 
・0.07

l1-，r-
11/20 
n 
7，938 
・1ω
-0.01 
1V3 
40 
3，031 

-5，807 
-1.92 

101l 
10/22 
33 
8，069 

・14，532
ー1.80
10124 
34 
3，695 
-18，469 
-5ω 

m_ 
9/19 
28 
7，424 
-10，770 
-1.45 
9/20 
24 
3，227 
-3，275 
-1.01 

81:1 
8/22 
36 
7，594 
625 
0.08 
8/27 
34 
4，964 
-14，998 
-3.02 

付表25

地区 項目 4J'! 5J'! 6貝 7月
酋湾調査月日 4/23 5/17 6/20 7/17 
区間日数 24 34 27 
問 C(実測値)A 12，747 9，683 1乱397 8，542 
問 C(推定値) B -5，149 -13，816 3，ω2 
比率 B/A -0.53 -1.隠 0.36 

束湾調査月日 4/19 5128 6127 7/24 
区間日数 39 30 27 
問 C(実測値)A 3，511 5，454 5，329 5，492 
問 C(推定値) B ・9河口J 6，162 -7，999 
比率 B/A -1.80 1.16 -1.46 
※報告書執筆時点で、同c3月分が未分析のため、 2月分を代用した。

単位 mllC/nfl臼

2旦 3旦←
534 466 
12 13 
41 38 
90 88 
o 0 
677 605 
141 136 
240 220 
222 215 
o 0 
603 571 
74 34 
293 270 
7 8 
18 15 
34 69 
o 0 
352 362 
131 121 
106 92 
89 167 
1 0 
328 381 
24 -19 
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補正後の餌料収支及びPOCの推定値/実測値
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付表26

E
L
臨
時
世
間
一
世
一
い
ず

t
d

一入

単位:m..C/rrl/8

2Jl 3旦一
2/18 3/13 
33 23 
12，279 12，279 
9，904 13息筋
0.81 1.14 
2/15 3/18 
31 31 
4，1お 4，125
3，424 4，880 
0.83 1.18 

lJ!l--
1/16 
27 
6，447 
5，130 
0.80 
1115 
29 
2，9邸
2，393 
0.80 

1豆L
12/20 
30 
6，713 
5，371 
0.80 
12/17 
14 
2，812 
2，314 
0.82 

11Jl 
11120 
29 
7，938 
6，437 
0.81 
12/3 
40 
3，閃1
2.741 
0.90 

!Q亙-
10/22 
33 
8，069 
6，598 
0.82 
10124 
34 
3，6冒S
2.947 
0.80 

電亙
9/19 
28 
7，424 
6，206 
0.84 
9/20 
24 
3，227 
2，822 
0.87 

S亙-
8/22 
36 
7，594 
6，178 
0.81 
8/27 
34 
4，964 
5，370 
1.08 

-252-

7亘←
7117 
27 
8，542 
6，971 
0.82 
7/24 
27 
5，492 
4，518 
0.82 

E亙-
6/20 
34 
13，397 
11，154 
O.関
6/27 
30 
5，329 
5，472 
1.03 

5且-
5/17 
24 
9，683 
7，921 

0.82 
5128 
39 
5，454 
4，751 
0.87 

4F.1 
4123 

12，747 

4/19 

3，511 

②問Cの推定値/婁測値

地区 項目

西湾調査月田
区間日数
問 C(実測値)A 
問 C(推定値) B 
比率 B/A 

東湾調査月日
区間回数
問 C(実測値)A 
問 C(推定値) B 
比率 B/A 


